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平成 22 年 11 月 5 日 
各 位 

会 社 名 エキサイト株式会社 
代 表 者 名 代表取締役社長 野田 俊介 
（コード番号：3754 JASDAQ） 
問い合わせ先 取締役 CFO 岩﨑 達士 
（電話：03-6450-2729） 

 
 

平成 23 年 3 月期 第 2 四半期（累計） 業績予想との差異に関するお知らせ 
 

平成 23 年 3 月期 第 2 四半期（累計）業績予想（平成 22 年 8 月 9 日発表）と実績（平成 22 年

11 月 5 日発表）に差異が生じましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．差異の内容 
平成 23 年 3 月期 第 2 四半期（累計）連結業績 
 単位：百万円 
 売上高 営業利益 

（△損失） 
経常利益 
（△損失） 

四半期純利益 
（△損失） 

予想（Ａ） 4,980 △120 △122 △150 
実績（Ｂ） 4,960 △77 △64 △102 
差異額（Ｂ－Ａ） △19 ＋42 ＋57 ＋47 
差異率 △0.4％  ―  ―  ― 
(ご参考) 前第2四半期実績 
(平成22年3月期 第2四半期) 5,649 △150 △180 △238 

 
２．差異の理由 
 当第２四半期連結会計期間の経営成績は、メディア事業及びコンシューマーサービス事業とも 
売上高は概ね計画どおり推移いたしましたが、費用面につきましては、直接販売の比率が高まり

代理店手数料が減少したほか、諸経費における取引条件を見直したことによって、想定以上の削

減効果を得ることができました。こうした状況により営業損失が縮小することとなりました。 
経常損失につきましては、営業損失の縮小に加え、関連会社の増加等により持分法による投資

損益が改善し、損失額が縮小いたしました。これらの結果、最終損益につきましても損失幅が縮

小することになったものであります。 
 一方、通期の業績予想につきましては、第 2 四半期までの業績回復は前回予想時と比べると前

倒しで推移している状況にありますが、急速な円高や不安定な雇用情勢を鑑みると、期後半（第

3 四半期及び第 4 四半期）の経済環境は不透明さを増していると言わざるをえません。こうした

状況を踏まえた通期見通しは、前回予想の水準と変わらず、前回予想を据え置くものであります。 
 本日（平成 22 年 11 月 5 日）発表の「平成 23 年 3 月期 第 2 四半期決算短信〔日本基準〕（連

結）」を併せてご覧ください。 
 
 

以上 


